
「国際組織犯罪防止条約人身取引議定書」の定義を簡単にまとめると、弱い立場・

困難な状況にある人（主に女性や子ども、移民、災害の被災者、紛争による難民

など）を脅したりだましたりしてほかの人へ売って、性産業や重労働などの過酷な

仕事や、犯罪、結婚、臓器摘出、物乞いなどを強制することで利益を得るという、

極めて悪質な犯罪・人権侵害行為です。近年ではインターネット上での人身売買も

起きており、日本でも闇バイトや児童ポルノなどの悪質な人身取引事件が

（コロナ禍の影響も重なって）増えています。

国連が2014年に制定した、人身取引に関する意識を高める日です。

参考・引用

・外務省HP「国際的な組織犯罪の防止に関する国際連合条約を補足する人（特に女性及び児童）の取引を防止し、抑止し及び処罰する
ための議定書」

・中島早苗（当団体代表理事）、野川未央「フィリピンの少女ピア　-性虐待をのりこえた軌跡-」（大月書店）

7/30
人身取引世界反対デー

World Day against Trafficking in Persons

人身取引とは

両親と暮らしたことがなく、8歳から
セックスワーカーとなったピア・コーベラの話

私は生まれてすぐ両親に捨てられ、スラム街にある、祖母の家庭で育ち

ました。おばさんからは暴力を振るわれていました。

小学校には入学しましたが、仕事との両立ができず、勉強について

いけなくなりました。家で宿題をしているとおばさんはこう言いました。 
「勉強なんかしてないで、外で働きなさい！」

７歳の時ラニという大人に出会いました。 ラニは“仲介人”という仕事を
していると言いました。ラニは私に「お金が稼げる仕事がある」と教えて

くれたのでついていくと、綺麗なホテルに着きました。部屋に入ると

そこには白人の男性がいました。

私はまだ８歳なのに、性的な仕事をするように強要されたのです。

逃げたかったけれど、ラニに「何があっても逃げてはいけない」と

言われたので、我慢するしかありませんでした。 

その仕事では、いつもよりたくさんお給料がもらえました。たくさん

稼げば家族を助けられるし、おばさんにも暴力を振るわれないで済む。

嫌だったけど、やめられませんでした。白人の客が多かったけれど、

日本人も４人相手をしたことがあります。

SDG8.7に人身売買根絶が
掲げられている
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左記引用元の書籍

「フィリピンの少女ピア

　-性虐待をのりこえた軌跡-」

https://ftcj.ocnk.net/product/5
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/treaty162_1.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/treaty162_1.html
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